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第 2892号 
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4月 18日 

火曜日 

目 次 

訓令 
○ 埼玉県教育委員会教育長の勤務時間、職務に専念する義務の免除その他の勤務条件に関

する規程（教委・総務課） 

告示 
○ 埼玉県自転車競技開催業務の委託（県営競技事務所） 

○ 平成 29年度狩猟免許試験並びに適性試験及び講習の実施（みどり自然課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 大規模小売店舗の変更に関する公示（商業・サービス産業支援課） 

○ 上里幹線土地改良区の役員就退任届（本庄農林振興センター） 

○ 庄和北部土地改良区の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 葛西用水路土地改良区の役員就退任届（春日部農林振興センター） 

○ 北本都市計画用途地域の変更に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 寄居都市計画特別用途地区の決定に係る図書の写しの縦覧（都市計画課） 

○ 県道川越日高線の区域の変更（川越県土整備事務所） 

○ 開発行為に関する工事の完了公告（越谷建築安全センター） 

○ 不在者投票を行うことができる施設の指定解除（選挙管理委員会） 

○ 不在者投票を行うことができる施設の指定（選挙管理委員会） 

 

 



訓

令 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号 

埼
玉
県
教
育
局 

県
立
教
育
機
関 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
職
務
代
理
者 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
委
員 

岩 

本 

育 

子 

 
 

 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
勤
務
時
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
そ
の
他
の
勤 

 
 

 

務
条
件
に
関
す
る
規
程 

 

（
趣
旨
） 

第
一
条 

こ
の
訓
令
は
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七

年
埼
玉
県
条
例
第
十
七
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
（
以
下

「
教
育
長
」
と
い
う
。
）
の
勤
務
時
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
そ
の
他
の
勤
務
条
件

に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
勤
務
時
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
そ
の
他
の
勤
務
条
件
） 

第
二
条 

教
育
長
の
勤
務
時
間
、
職
務
に
専
念
す
る
義
務
の
免
除
そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て

は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
埼
玉
県
条
例
第
二
号
）
の
適
用

を
受
け
る
職
員
の
例
に
よ
る
。 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
権
者
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
埼
玉

県
教
育
委
員
会
が
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

 

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号 

自
転
車
競
技
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
三
条
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
事

務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

受
託
者
の
名
称
及
び
所
在
地 

日
本
ト
ー
タ
ー
株
式
会
社 

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
十
六
番
一
号 

二 

委
託
契
約
締
結
日 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日 

三 

委
託
期
間 

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
一
条
の
狩
猟
免
許
試
験
並
び
に
法
第
五
十
一
条
第
二
項
の

適
性
試
験
及
び
同
条
第
四
項
の
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

狩
猟
免
許
試
験 

イ 

免
許
の
区
分
、
試
験
の
期
日
及
び
会
場
並
び
に
狩
猟
免
許
申
請
書
の
提
出
期
限 

 

ロ 

受
験
資
格 

 

試
験
当
日
に
お
い
て
、
次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る
者 

⑴ 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者 

⑵ 

法
第
四
十
条
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者 

ハ 

狩
猟
免
許
申
請
書
の
提
出
先 

 

受
験
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
環
境
管
理
事
務
所 

ニ 

提
出
書
類 

⑴ 

狩
猟
免
許
申
請
書 

⑵ 

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
三
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び

撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
一
枚 

 

わ
な
猟 

 

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一 

 

種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟 

 

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一 

 

種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟 

 

網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一 

 

種
銃
猟
、
第
二
種
銃
猟 

免
許
の
区
分

 

 

平
成
三
十
年
一
月 

 

二
十
七
日
（
土
） 

 

平
成
二
十
九
年
九
月 

 

十
四
日
（
木
） 

 

平
成
二
十
九
年
八
月 

 

二
十
七
日
（
日
） 

 

平
成
二
十
九
年
七
月 

 

二
十
九
日
（
土
） 

期 
 

 
日 

 

東
松
山
市
民
文
化 

 

セ
ン
タ
ー 

 

東
松
山
市
民
文
化 

 

セ
ン
タ
ー 

 

東
松
山
市
民
文
化 

 

セ
ン
タ
ー 

 
東
松
山
市
民
文
化 

 

セ
ン
タ
ー 

会 
 

 

場 

 

平
成
三
十
年
一
月 

 

十
二
日
（
金
） 

 
平
成
二
十
九
年
八
月 

 

三
十
日
（
水
） 

 

平
成
二
十
九
年
八
月 

 

十
日
（
木
） 

 

平
成
二
十
九
年
七
月 

 

十
三
日
（
木
） 

提 

出 

期 

限 



⑶ 

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
四
条
第
一
項
第
一
号

の
規
定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け
て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の

写
し 

⑷ 
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け

て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
法
第
四
十
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に

該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
医
師
の
診
断
書 

ホ 

狩
猟
免
許
申
請
手
数
料 

 

五
千
二
百
円
（
法
第
四
十
九
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
三
千
九
百
円
）
相
当
額

の
埼
玉
県
収
入
証
紙
を
狩
猟
免
許
申
請
書
に
貼
り
付
け
て
納
付
す
る
こ
と
。 

ヘ 

試
験
の
方
法 

⑴ 

試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
。 

⑵ 

技
能
試
験
は
、
適
性
試
験
及
び
知
識
試
験
の
合
格
者
に
対
し
て
行
う
。 

⑶ 

法
第
四
十
九
条
第
一
号
に
該
当
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
知
識
試
験
の
う
ち
、
鳥
獣
の
保

護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令
、
鳥
獣
並
び
に
鳥
獣
の
保
護
及
び
管

理
に
係
る
も
の
を
免
除
す
る
。 

ト 

狩
猟
免
許
申
請
書
の
配
布 

 

狩
猟
免
許
申
請
書
は
、
各
環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら

技
能
試
験 

知
識
試
験 

適
性
試
験 

区 

分 

網
猟
免
許
に
あ
っ
て
は
、
猟
具
の
判
別
及
び
取
扱
い
並
び
に
鳥
獣
の
判

別
能
力 

わ
な
猟
免
許
に
あ
っ
て
は
、
猟
具
の
判
別
及
び
取
扱
い
並
び
に
獣
類
の

判
別
能
力 

第
一
種
銃
猟
免
許
及
び
第
二
種
銃
猟
免
許
に
あ
っ
て
は
、
猟
具
の
取
扱

い
、
距
離
の
目
測
及
び
鳥
獣
の
判
別
能
力 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令 

猟
具 

鳥
獣 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理 

視
力 

聴
力 

運
動
能
力 

科 
 

 
 

 
 

目 



配
布
す
る
。 

チ 

そ
の
他 

 

受
験
者
が
申
し
込
ん
だ
試
験
会
場
が
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
別
の
期
日
及
び
会
場

を
指
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

二 

狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
適
性
試
験
及
び
講
習 

イ 

適
性
試
験
及
び
講
習
の
期
日
及
び
会
場
並
び
に
免
許
更
新
申
請
書
の
提
出
期
限 

             

ロ 

対
象
者 

 

次
の
⑴
及
び
⑵
に
該
当
す
る
者 

⑴ 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者 

⑵ 

平
成
二
十
九
年
九
月
十
四
日
に
有
効
期
限
が
満
了
と
な
る
狩
猟
免
許
を
受
け
て
い
る
者 

ハ 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
の
提
出
先 

 

狩
猟
免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
環
境
管
理
事
務
所 

ニ 

提
出
書
類 

⑴ 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書 

⑵ 

写
真
（
申
請
前
六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
縦
三
・

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
で
、
そ
の
裏
面
に
氏
名
及
び

撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た
も
の
）
一
枚 

⑶ 

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け

て
い
る
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
許
可
に
係
る
許
可
証
の
写
し 

⑷ 

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
現
に
受
け

て
い
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
者
が
法
第
四
十
条
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に

平
成
二
十
九
年
八
月
十
七
日
（
木
） 

平
成
二
十
九
年
八
月
九
日
（
水
） 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
九
日
（
水
） 

平
成
二
十
九
年
七
月
九
日
（
日
） 

期 
 

 

日 

川
越
南
文
化
会

館 秩
父
地
方
庁
舎 

深
谷
市
花
園
文

化
会
館 

さ
い
た
ま
市
民

会
館
い
わ
つ
き 

会 
 

 

場 

平
成
二
十
九
年
八
月
八
日
（
火
） 

平
成
二
十
九
年
八
月
一
日
（
火
） 

平
成
二
十
九
年
七
月
十
日
（
月
） 

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

（
金
） 

提 

出 

期 

限 

 



該
当
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
医
師
の
診
断
書 

ホ 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
手
数
料 

 

二
千
九
百
円
相
当
額
の
埼
玉
県
収
入
証
紙
を
狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
に
貼
り
付
け
て
納
付

す
る
こ
と
。 

ヘ 

適
性
試
験
及
び
講
習
の
科
目 

 

ト 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
の
配
布 

 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書
は
、
各
環
境
管
理
事
務
所
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日

か
ら
配
布
す
る
。 

チ 

そ
の
他 

 

申
請
者
が
申
し
込
ん
だ
適
性
試
験
及
び
講
習
の
会
場
が
定
員
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
別

の
期
日
及
び
会
場
を
指
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

講 
 

習 

 

適
性
試
験 

 

区 

分 

 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
令 

 

猟
具 

 

鳥
獣 

 

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理 

 

視
力 

 

聴
力 

 

運
動
能
力 

 
 

 
 

 

科 
 

 
 

目 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
一
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

ベ
ル
ク
柿
沼
店
、
ケ
ー
ヨ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
熊
谷
店 

 
 

 

埼
玉
県
熊
谷
市
柿
沼
字
前
新
田
六
百
十
―
一 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

（
変
更
前
）
ベ
ル
ク
柿
沼
店
、
ケ
ー
ヨ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
熊
谷
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
大
字
柿
沼
字
前
新
田
六
百
十
―
一 

 
 

 

（
変
更
後
）
ベ
ル
ク
柿
沼
店
、
ケ
ー
ヨ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
熊
谷
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
熊
谷
市
柿
沼
字
前
新
田
六
百
十
―
一 

 
 

 

大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は

代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

林
武
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

醍
醐
茂
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

 
 

 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

原
島
功 

 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
五
千
四
百
五
十
六
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

林
武
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

外 

計
三
者 

 
 

 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ベ
ル
ク 

代
表
取
締
役 

大
島
孝
之 



 
 

 
 

 
 

 
 

埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
脚
折
千
六
百
四
十
六
番 

 
 

 
 

 
 

 
 

株
式
会
社
ケ
ー
ヨ
ー 

代
表
取
締
役 

醍
醐
茂
夫 

 
 

 
 

 
 

 
 

千
葉
県
千
葉
市
若
葉
区
み
つ
わ
台
一
丁
目
二
十
八
番
一
号 

 

ハ 
変
更
年
月
日 

平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
北
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 

 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
二
号 

 
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
の
概
要
等
に
つ
い
て
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
し
、
及
び
当
該
届
出
等
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

届
出
の
概
要
等 

 

イ 

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地 

 
 

 

三
井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク 
ラ
ラ
ガ
ー
デ
ン
春
日
部 

 
 

 

埼
玉
県
春
日
部
市
南
一
丁
目
一
番
一
号 

 

ロ 

変
更
の
概
要 

 

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人

に
あ
っ
て
は
代
表
者
の
氏
名 

（
変
更
前
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 
川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
一
番
地
五 

外 
計
四
十
八
者 

（
変
更
後
）
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー 

代
表
取
締
役 

川
野
澄
人 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
市
脇
田
本
町
一
番
地
五 

外 

計
四
十
二
者 

 

ハ 

変
更
年
月
日 

平
成
二
十
八
年
九
月
一
日
外 

 

ニ 

届
出
年
月
日 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
九
日 

二 

縦
覧
期
間 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
ま
で 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 

 
 

埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー 

四 

意
見
書
の
提
出 

 
 

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
大
規
模
小
売
店
舗
の
周
辺 

の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
県
に 

対
し
、
意
見
書
の
提
出
に
よ
り
、
こ
れ
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

イ 

意
見
書
提
出
期
間 

 
 

 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
八
月
十
八
日
ま
で 

 

ロ 

意
見
書
提
出
先 



 
 

 

埼
玉
県
産
業
労
働
部
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
支
援
課 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

上
里
幹
線
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及

び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

小 

山 

善 

純 
 

埼
玉
県
本
庄
市
牧
西
六
百
七
十
九
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

小 

暮 

勝
三
郎 

 

埼
玉
県
本
庄
市
牧
西
三
百
七
十
九
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
四
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

庄
和
北
部
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名
及

び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

筒 

井 

隆 

司 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
立
野
五
百
四
十
三
番
地
一 

 

同 
 

 

大 

瀧 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

 

同 

百
三
番
地
三 

 

同 
 

 

小 

島 

繁 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 

七
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

 

小 

島 

重 

弘 
 

同 
 

同 
 

 
榎
九
百
十
九
番
地 

 

同 
 

 

渡 

邉 

光 

男 
 

同 
 

同 
 

 
同 
五
百
四
番
地
一 

 

同 
 

 

新 

井 

孝 

次 
 

同 
 

同 
 

 

倉
常
六
十
七
番
地 

 

同 
 

 

八
木
橋 

喜 

一 
 

同 
 

同 
 

 

同 

五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

 

遠 

藤 

義 

信 
 

同 
 

同 
 

 

芦
橋
九
百
三
十
五
番
地
一 

 

同 
 

 

斉 

藤 

義 

則 
 

同 
 

同 
 

 

同 

九
百
六
十
五
番
地
一 

 

監
事 

 

貝 

塚 

利 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

榎
九
百
二
十
一
番
地 

 

同 
 

 

新 

井 

健 

児 
 

同 
 

同 
 

 

倉
常
千
七
十
六
番
地
一 

 

同 
 

 

岩 

佐 
 

 

宏 
 

同 
 

同 
 

 

芦
橋
百
六
十
六
番
地
一 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

 

筒 

井 

隆 

司 
 

埼
玉
県
春
日
部
市
立
野
五
百
四
十
三
番
地
一 

 

同 
 

 

小 

島 

繁 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 

七
百
八
十
三
番
地
一 

 

同 
 

 

大 

瀧 
 

 

勇 
 

同 
 

同 
 

 

同 

百
三
番
地
三 

 

同 
 

 

貝 

塚 

利 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

榎
九
百
二
十
一
番
地 

 

同 
 

 

金 

子 

敏 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

同
九
十
番
地
一 

 

同 
 

 

新 

井 

孝 

次 
 

同 
 

同 
 

 

倉
常
六
十
七
番
地 

 

同 
 

 

八
木
橋 

喜 

一 
 

同 
 

同 
 

 

同 

五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

 

遠 

藤 

義 

信 
 

同 
 

同 
 

 

芦
橋
九
百
三
十
五
番
地
一 

 

同 
 

 

橋 

本 

勝
太
郎 

 

同 
 

同 
 

 

同 

百
十
二
番
地
一 

 

監
事 

 

小 

島 

武 

雄 
 

同 
 

同 
 

 

榎
九
百
二
十
二
番
地 

 

同 
 

 

新 

井 

健 

児 
 

同 
 

同 
 

 

倉
常
千
七
十
六
番
地
一 



 

同 
 

 

岩 

佐 
 

 

宏 
 

同 
 

同 
 

 

芦
橋
百
六
十
六
番
地
一 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
五
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名

及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

谷 

山 

武 

男 
 

埼
玉
県
加
須
市
北
大
桑
五
百
八
十
番
地
一 

 

同 
 

本 

多 

忠 

夫 
 

同 
 

久
喜
市
鷲
宮
三
百
八
十
五
番
地
一 

 

同 
 

小
森
谷 

 

男 
 

同 
 

幸
手
市
北
一
丁
目
二
番
二
十
号 

 

同 
 

三
ツ
林 

裕 

巳 
 

同 
 

同 
 

大
字
千
塚
四
百
九
十
番
地
一 

 

同 
 

奥 

貫 

榮 

市 
 

同 
 

同 
 

平
須
賀
一
丁
目
二
百
十
七
番
地 

 

同 
 

井 

上 

直 

子 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
一
丁
目
六
番
十
三
号 

 

同 
 

白 

石 

守 

利 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

大
字
堤
根
二
千
六
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

後 

藤 
 

 

勇 
 

同 
 

春
日
部
市
樋
籠
六
百
三
十
二
番
地 

 

同 
 

萩 

原 
 

 

勝 
 

同 
 

同 
 

 

水
角
五
百
三
十
三
番
地 

 

同 
 

吉 

田 

吉 

造 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
三
千
五
十
八
番
地 

 

同 
 

山 

崎 

正 

義 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

築
比
地
七
百
四
十
七
番
地 

 

同 
 

大 

野 

貞 

夫 
 

同 
 

越
谷
市
大
字
平
方
六
百
三
十
二
番
地 

 

同 
 

 

田 

忠 

茂 
 

同 
 

同 
 

同 

増
森
二
千
四
百
八
十
四
番
地 

 

同 
 

豊 

田 

昭 

彦 
 

同 
 

草
加
市
柿
木
町
七
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

齊 

藤 

忠 

男 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
八
子
新
田
七
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

鈴 

木 

庄 

次 
 

同 
 

同 
 

同 

川
藤
七
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

林 
 

 

成 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 

三
輪
野
江
千
四
百
三
十
番
地 

 

同 
 

髙 

鹿 

幸 

一 
 

同 
 

同 
 

同 

保
五
百
二
十
九
番
地 

 

同 
 

大 

熊 

岩 

治 
 

同 
 

三
郷
市
茂
田
井
六
百
六
十
二
番
地 

 

同 
 

岡 

田 

利 

彦 
 

同 
 

同 
 

上
彦
名
二
百
四
十
六
番
地 

 

監
事 

藤 

沼 

宏 

次 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
神
明
内
二
百
五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

岸 
 

 

親 

義 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
北
蓮
沼
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

同 
 

小 

澤 
 

 

清 
 

同 
 

越
谷
市
相
模
町
七
丁
目
二
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

増 

田 

昌 

之 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
平
方
新
田
千
四
百
五
十
六
番
地 

二 

退
任 



 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

谷 

山 

武 

男 
 

埼
玉
県
加
須
市
北
大
桑
五
百
八
十
番
地
一 

 
同 

 

木 

村 

市 

郎 
 

同 
 

久
喜
市
上
川
崎
四
百
七
十
七
番
地 

 

同 
 

三
ツ
林 

裕 

巳 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
千
塚
四
百
九
十
番
地
一 

 

同 
 

江 
森 

久
二
男 

 

同 
 

同 
 

同 

上
高
野
千
三
百
五
番
地 

 

同 
 

奥 

貫 
榮 

市 
 

同 
 

同 
 

平
須
賀
一
丁
目
二
百
十
七
番
地 

 

同 
 

井 

上 

直 
子 

 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
一
丁
目
六
番
十
三
号 

 

同 
 

岸 
 

 

親 
義 

 

同 
 

同 
 

 

同 
 

大
字
北
蓮
沼
三
百
五
十
二
番
地
一 

 

同 
 

白 

石 

守 

利 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

堤
根
二
千
六
百
九
十
七
番
地 

 

同 
 

萩 

原 
 

 

勝 
 

同 
 

春
日
部
市
水
角
五
百
三
十
三
番
地 

 

同 
 

山 

崎 

正 

義 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
築
比
地
七
百
四
十
七
番
地 

 

同 
 

森 

田 

金 

里 
 

同 
 

越
谷
市
増
森
二
丁
目
二
百
七
番
地 

 

同 
 

立 

澤 

剋 

彌 
 

同 
 

同 
 

東
町
五
丁
目
三
番
地 

 

同 
 

大 

野 

貞 

夫 
 

同 
 

同 
 

大
字
平
方
六
百
三
十
二
番
地 

 

同 
 

豊 

田 

昭 

彦 
 

同 
 

草
加
市
柿
木
町
七
百
二
十
四
番
地 

 

同 
 

齊 

藤 

忠 

男 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
八
子
新
田
七
百
五
十
五
番
地 

 

同 
 

林 
 

 

成 

夫 
 

同 
 

同 
 

同 

三
輪
野
江
千
四
百
三
十
番
地 

 

同 
 

山 

崎 

昌
一
郎 

 

同 
 

同 
 

同 

拾
壱
軒
五
百
三
十
八
番
地 

 

同 
 

竹 

内 

榮
太
郎 

 

同 
 

同 
 

吉
川
二
丁
目
十
三
番
地
三 

 

同 
 

岡 

田 

利 

彦 
 

同 
 

三
郷
市
上
彦
名
二
百
四
十
六
番
地 

 

監
事 

藤 

沼 

宏 

次 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
神
明
内
二
百
五
十
六
番
地
一 

 

同 
 

後 

藤 
 

 

勇 
 

同 
 

春
日
部
市
樋
籠
六
百
三
十
二
番
地 

 

同 
 

吉 

田 

吉 

造 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
松
伏
町
大
字
松
伏
三
千
五
十
八
番
地 

 

同 
 

増 

田 

昌 

之 
 

同 
 

吉
川
市
大
字
平
方
新
田
千
四
百
五
十
六
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
六
号 

 
北
本
市
か
ら
北
本
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
四
百
九
十
七
号 

 
寄
居
町
か
ら
寄
居
都
市
計
画
特
別
用
途
地
区
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
四
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環

境
課
及
び
埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
川
越
県
土
整
備
事
務
所
長 

大 

島 

利 

彦 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

川
越
日
高
線 

三 

道
路
の
区
域 



 
新 旧 

旧
新
別 

川
越
市
大
字
笠
幡
字
本
郷
四
五
九
一

番
一
地
先
か
ら
同
市
大
字
笠
幡
字
上

野
前
三
七
二
二
番
六
地
先
ま
で 

区 
 

 

間 

 

九
・
六
〇
～ 

 
 

 

一
四
・
六
〇 

八
・
八
〇
～ 

 

一
三
・
二
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
五
七
・
二
〇 

延 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

歩
道
整
備
事
業
に
よ

る
。 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
開

発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
公
告
す
る
。 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

埼
玉
県
越
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

渡 

辺 

賢 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
七
日 

 
 

指
令
越
建
セ
第
二
八
〇
〇
一
五
一
号 

二 

検
査
済
証
番
号 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
三
日 

 
 

越
建
セ
第
二
七
―
一
号 

三 

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
本
田
二
丁
目
十
五
番
一
、
十
五
番
二
、
十
五
番
三
、
十
五
番
四 

四 

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

 
 

埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
中
央
三
丁
目
五
番
二
十
八
号 

 
 

鈴
木 

み
つ
子 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
五
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
次
の
施
設
に
つ
き
、
そ
の
指
定
を
解
除
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

  

病

院 

種 

別 

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
上
落
合 

八
丁
目
三
番
三
十
三
号 

所 
 

在 
 

地 



告

示 

埼
玉
県
選
管
告
示
第
十
六
号 

 
公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項

第
二
号
（
他
の
政
令
に
お
い
て
準
用
し
、
又
は
例
に
よ
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
不
在
者

投
票
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
九
年
四
月
十
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長 

細 

田 

德 

治 
 

 
 

  

病 

院 

病 

院 

種 
 

別 

さ
い
た
ま
赤
十
字
病
院 

埼
玉
県
立
小
児
医
療
セ
ン
タ
ー 

施
設
の
開
設
主
体
及
び
名
称 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区 

新
都
心
一
番
地
五 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区 

新
都
心
一
番
地
二 

所 
 

在 
 

地 
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